
（別紙３）

～ R6年12月24日

（対象者数） 15 （回答者数） 9

～ R6年12月24日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

〇第3者委員会といった情報交換の場を行い、地域の方々に放
デイの子供たちの特性の理解を促していきます。

〇放デイの子供たちが安心して学童の子供たちと交流できる
ような環境づくりを行っていきます。

2

〇保護者面談や保護者会などに参加できていない保護者様も
いるため別の連携手段を検討し、連携強化を図っていきま
す。

3

〇子供たちの将来の選択肢を広げるために、興味のある仕事
や学校などの体験、見学を今後取り入れていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

〇保護者達が見学しやすい場の提供などを行い、子供たちの
施設内での様子内を知ってもらうとともに施設内の状況を理
解できるように促していきます。

2

〇送迎時やお便り・SNSなどを利用して非常時の対応やそれ
に関する情報の発信を行っていきます。

3

○事業所名 メイプルファミリア

○保護者評価実施期間 R6年12月1日

○保護者評価有効回答数

R6年12月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年1月30日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

〇施設内の状況などについて、周知が上手くできていない。 〇子供たちの様子などについては、SNSやお便りなどを通じて
発信はしている。しかし、保護者に対して施設内の見学やご利
用時の子供たちの様子などを見せる機会が少なかった。

〇非常時の対応（災害、事故など）などについて、対策などは
行っているが周知が上手くできていない。

〇月１の防災訓練、半年に１回の通報を訓練を行っている。し
かし、お便りやSNSなどを用いた保護者への周知が出来ていな
かった。

〇学童と併設しており、放デイと学童間の交流がある。
　学年が同じ学童との交流できる環境の作成などを行い、学童
の子供たちと余暇時間などで楽しく交流できるように支援させ
ていただいています。

〇⾧期休暇や土曜日などを利用し、学童や地域との合同活動を
行っている。
【例】e-sports大会、花いっぱい運動、餅つき大会、水神祭
合同活動を行い、法人内のスタッフや地域の方々との連携強化
に努めています。

〇保護者と情報交換を行っている。
　送迎時、お迎え時の保護者との情報交換、公式LINEやSNS
などを活用した情報の発信を行っている。

〇毎学期ごとに保護者面談を実施し、個別にて面談を行い情報
交換や相談しやすい環境づくりを行っている。

〇半年に１回、保護者会を行い保護者同士の交流などを行って
いる。

〇子供たちに寄り添った活動の提供 〇子供たちのリクエストを聞き、各々の課題に合わせて活動を
提供している。

事業所における自己評価総括表公表


